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 第Ⅱ章 ⻄海岸地域の⼀体的な開発整備に向けた検討 

西海岸地域（以下、「本地域」と言う。）とは、北谷町、宜野湾市、浦添市にかけた都

市の連担する沿岸地域である。 

平成 27・28 年度に引き続き、今年度も西海岸地域開発整備有識者懇談会（以下、「有

識者懇談会」と言う。）における意見交換や駐留軍用地跡地利用と西海岸地域開発のあり

方の検討に関する関係機関行政連絡会議（以下、「行政連絡会議」）における情報共有の

ための検討を行った。 

本章では、有識者懇談会及び行政連絡会の開催概要を示す。 

１．本検討調査の背景 
「沖縄 21 世紀ビジョン」では、今後返還が予定されている嘉手納飛行場より南の大規

模な基地返還跡地の開発においては、広域的な観点から、各跡地利用計画を総合的に調

整し、周辺都市地域と一体となった効率的整備を図ることとしている。 

「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」では、北谷町から浦添市にかけた都市の連たんする

地域については、海浜、公園等の一体的な整備を促進するとともに、観光関連施設の集

積を図り、快適で魅力ある世界水準の都市型オーシャンフロント・リゾート地を目指す

こととしている。 

平成 25 年１月に策定した「中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想」では、周辺市

街地と連携しつつ、良好な生活環境の確保や新たな産業の振興、交通体系の整備、緑化

の推進など魅力ある都市空間の形成を図ると同時に、県内各圏域の多様な機能との相互

の連携により、沖縄全体の発展につなげることとしている。 

本検討調査では、返還予定の駐留軍用地に近接する西海岸地域における開発のあり方

と今後の進め方について、「有識者懇談会」及び「行政連絡会議」を開催し、有識者及び

関係機関の意見を集約し、検討を行った。 
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２．提⾔書（案）策定に向けた検討 

（１）提⾔書（案）全体構成の⾒直し

（１）－１ ⾒直しの考え⽅

平成 28 年度に開催した第 4回有識者懇談会での意見を踏まえ、提言書（案）の見直し

を図り、全体構成の修正及び交通に関する提言の追加を行った。 

構成を整理した提言書（案）は、あらかじめ事前ヒアリングを行い各委員の意見を聴

取した上で修正を加え、第 5回有識者懇談会の資料として提示した。 

表Ⅱ-2-1 第４回懇談会での主なご意見 

全体 ・「滞在」という重要キーワードが欠落している。 

・交通についての提言が不十分（⇒提言３）。

・ビジョンやコンセプトを固めて関係者が共有することが重要。

提言１ ・提言の文言が冗長な印象を受ける。

・提言２・３に比べて、「課題」と「取組み」の整合が取れていない。

・提言１で「滞在」について明記すべき。

提言２ ・提言内容が盛り沢山すぎる。

・自然環境を保全する形で整備することや青い海や白い砂浜の海岸線を保ち

きれいに見せることが肝心。

提言３ ・「Ⅳ 今後の展開」と重なる部分が多く、何を提言したいか見えづらい。 

・交通に関して、海上交通を含む域内交通、空港からのアクセス等にも触れ

てほしい。

図Ⅱ-2-1 提言書（案）の修正フロー 

第４回懇談会提示資料 

H28 成果をもとに 
構成及び文言整理 

第５回懇談会事前レク 

第５回懇談会提示資料 

行政連絡会議 
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3．有識者懇談会及び⾏政連絡会議の開催 

（１）⻄海岸地域開発整備有識者懇談会の開催 

（１）－１ 有識者懇談会の設置 

本懇談会は、駐留軍用地跡地利用と一体となった西海岸地域の開発のあり方と今後

の進め方について、各委員の専門分野の知見をいただきながら提言書としてとりまと

め、平成 29 年度に策定予定の普天間飛行場の跡地利用計画（素案）等へ反映していく

とともに、世界水準の都市型オーシャンフロント・リゾート地の形成に向けた取り組

みに繋げて行くものとして設置した。 

有識者懇談会の設置に係る趣意書を以下に示す。 

 

西海岸地域開発整備有識者懇談会の設置について 

 

沖縄県の将来のあるべき姿を示した「沖縄 21 世紀ビジョン（平成 22 年 3 月）」では、

今後返還が予定されている嘉手納飛行場より南の大規模な基地返還跡地の開発につい

て、広域的な観点から各跡地利用計画を総合的に調整し、周辺都市地域と一体となっ

た効率的整備を図ることとしています。 

また、「沖縄21世紀ビジョン基本計画（平成24年5月）」では、跡地利用の推進に併せ、

特に北谷町から宜野湾市にかけた都市の連たんする沿岸地域について、海浜、公園等の一体

的な整備を促進するとともに、観光関連施設の集積を図り、快適で魅力ある世界水準の都市

型オーシャンフロント・リゾート地の形成を目指すことが示されています。 

沖縄県と関係市町村が連携して策定した「中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想

（平成 25年 1月）」では、周辺市街地と連携しつつ、良好な生活環境の確保や新たな産

業の振興、交通体系の整備、緑化の推進など魅力ある都市空間の形成を図ると同時に、

県内各圏域の多様な機能との相互の連携により、沖縄全体の発展につなげることとし

ています。 

駐留軍用地に近接する西海岸地域は、那覇空港からのアクセスの良さや海岸との隣

接性、開発用地であるフィッシャリーナ地区や仮設避難港、那覇港浦添ふ頭地区、今

後の大規模な駐留軍用地跡地の存在があげられる一方、現状において各機能の連携、

海岸との一体性・連続性の確保、景観形成等のリゾート地としての課題があります。 

今後、当該地域の高いポテンシャルを活かし、北谷町から浦添市に至る海岸線の連

続性や海岸と土地利用の一体性の確保、都市型オーシャンフロント・リゾート地にふ

さわしい豊かな景観の創出等、普天間飛行場や牧港補給地区、キャンプ桑江南側地区

等の跡地利用も見据えた西海岸地域の開発の方向性について、関係部局や関係市町村

と連携して取り組んでいく必要があると考えております。 

本懇談会は、駐留軍用地跡地利用と一体となった西海岸地域の開発のあり方と今後

の進め方について、各委員の専門分野の知見をいただきながら提言書としてとりまと

め、平成 30 年度以降に策定予定の普天間飛行場の跡地利用計画（素案）等へ反映して

いくとともに、世界水準の都市型オーシャンフロント・リゾート地の形成に向けた取

り組みに繋げて行くものです。 
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（１）－２ 有識者懇談会委員名簿 

有識者懇談会の委員名簿を以下に示す。 

表Ⅱ-3-1 有識者懇談会名簿 

（敬称略） 

区 分 氏 名 所属・役職等 専 門 

1 有識者 池田 孝之 琉球大学 名誉教授 
都市計画 

都市景観 

2 学識経験者 水庭 千鶴子 東京農業大学 造園科学科 准教授 
ランド

スケープ

3 行政経験者 高嶺 晃 
恩納村 恩納通信所跡地 

プロジェクトマネージャー 
まちづくり 

4 事業者 伊達 美和子 森トラスト株式会社 社長 観光関連事業 

5 金融業 普久原 朝隆 
沖縄振興開発金融公庫 企画調査部 

部長 
経済 

6 関係団体 前田 光幸 
一般財団法人沖縄コンベンション

ビューロー 専務理事 
観光政策 

（１）－３ 開催状況 

有識者懇談会は、平成 29 年 11 月に設置し、平成 30 年 1 月 23 日に第 5回を開催した。

平成 29 年度における有識者懇談会は、以下の日程で実施した。 

表Ⅱ-3-2 開催概要 

（敬称略） 

開催日・場所 検討事項 出席者 

第
５
回 

平成 29 年 

1 月 23 日（火） 

15：00～17：00 

総合結婚式場ジュビランス 

2 階会議室 蘭の間 

・第４回懇談会までの議論を

踏まえた提言書の修正案

について

・事前説明を踏まえた内容の

精査

・今後の展開について

・池田 孝之

・水庭 千鶴子

・高嶺 晃

・普久原 朝隆

・前田 光幸
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（１）－３－１ 第 5 回有識者懇談会の議事内容 

当日の議事の詳細については、以下のとおり。 

普久原委員 提言２の「海を見せる・海から見せる」という表現はとても良い。 

「海を見せる」については、資料３の P22・23 を見ると、コンベンシ

ョンセンター裏など複数の護岸箇所で消波ブロックが突き出して目立

っているように、現状では沿岸地域は消波ブロックが景観的な阻害とな

っており、海岸の連続性を切っているように思われる。海と地上を一体

化させるためには、消波ブロックの使用を控え、なるべく自然を残すよ

うな整備や景観的な規制への取組みを行う必要があると考える。 

「海から見せる」については、陸の景観づくりを考えなければならな

い。海から見える景観に配慮する場合、電線類地中化を図っていただき

たい。 

事 務 局 本懇談会の実施前に行政連絡会議を実施しており、その中で、沖縄県

海岸防災課では、テトラポットではなく、緩傾斜護岸や直立護岸で消波

する景観にも配慮した護岸整備を進めているという情報提供があった。 

また、護岸部の景観等のあり方については、県や３市町が協力し、護

岸の天端に遊歩道を設ける等の検討をこれから始めるところである。 

電線類地中化に関連して、各駐留軍用地跡地内には高圧鉄塔が多く存

在している。そのため、西海岸地域の 3市町だけに留まらず駐留軍用地

がある関係市町村と連携しながら、地中化に向けた検討を進めていきた

い。 

前 田 委 員 「沖縄観光推進ロードマップ」の中では、確かに沖縄観光の方向性と

して、欧米等リゾート需要や海外富裕層、国内富裕層をターゲットとし

て位置付け、具体的な数値目標も設定してきたが、平成 28 年度以降は、

3 年間調査事業を実施して、海外マーケットの分析による具体的・戦略

的なプロモーションを実施することとしている。そのことについては

「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画（改定計画）」にも反映させている。 

そのため、方向性としては、富裕層等をターゲットとすることは良い

が、欧米など具体的な地域等については、マーケット分析段階であり、

提言書（案）P2 にある「欧米からのリゾート需要」をターゲットすると

いう記載については、いささか勇み足の感があるのではないか。 

あくまでも「基本的視点」の中では富裕層等が沖縄全体の方向性であ

るとし、提言１の中で欧米リゾート需要などを例示的に示し、但し書き

で海外マーケット分析に基づいて設定すると記載してはどうか。 

また、ロードマップは平成 29 年 5 月に改定されており、平成 28 年度

からの調査事業を受け、数値目標を富裕層として設定してはいない。3

年間の調査を経て目標を定めていくので、検討状況をきちんとフォロー
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していただきたい。 

事 務 局 記載方法を修正する方向で観光部局と調整する。 

高 嶺 委 員 IoT の概念については、全ての分野にかかる内容であるため、個々に

記載するのではなく大きくまとめてはどうか。 

事 務 局 複数の委員から IT や IoT に関する意見を事前にいただいたため、今

回記載を追加した。新たに提言として立ててはという声もあったが、提

言１～３それぞれに関わってくる内容なのであることから、横断する位

置づけとして整理した。 

提言の最終版をとりまとめるにあたっては、資料 1 の P3 のような概

要版を追加することも検討する。 

池 田 座 長 概要版を見ると、考え方としては全体に横断すると分かるが、提言を

読んでみると、各提言に個々に出てくる印象を与えてしまう。書きぶり

を検討してほしい。 

水 庭 委 員 過去の懇談会で伊達委員から出ていたグリーン・インフラという考え

方を追加してほしい。特に提言２の２．（１）海岸景観の形成や（２）

市街地景観の形成に関わってくる。グリーン・インフラという言葉は広

く浸透してきており、注目もされてきているので、地域の守るべき緑と

一緒に記載してほしい。 

長期滞在を見越したリゾート開発として、ハワイ等で見られる気軽に

利用しやすいコンドミニアム等を意識した整備を考えてはどうか。駐留

軍用地跡地利用にあたっては、アメリカ的な広い地割を活用した整備等

も考えられるのではないか。 

また、ハード整備だけでなく、ソフトの面では、３市町が連携するた

めの方策として共同のイベントの開催を検討してはどうか。那覇マラソ

ンや宮古島トライアスロンなどは定着してきている。連続するプロムナ

ード整備が、後々、サイクリングレースなどのイベント開催に活用でき

て良いのではないか。 

事 務 局 グリーン・インフラについては、追加を前提に書きぶりを検討する。 

長期滞在の受け皿としてセカンドハウスという書き方をしている。西

海岸地域もしくは駐留軍用地跡地での整備を想定している。 

また、西普天間住宅地区は比較的地割が広く、建物もあり、そのまま

引き継ぐという意見もあったが、構造が古かったので取り壊し、新しく

整備している。一方、北谷町の海軍病院や米軍用住宅等の跡利用も、も

ともと人が使っていた施設なので環境調査の懸念も比較的少ないため、

そのまま残して、駐留軍用地の姿を見せるまちづくりをする案も検討し

ている。 

跡地利用活用の中での検討事項として受け止め、意見として賜る。 

3 市町連携によるイベントは現状では実施に至っていないが、提言の

中で書き込みを行っている。 
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また、3 市町で取組みの進度に差はあるが、北谷町では自動運転カー

トの実証実験を行うなど沿岸部の移動方法の充実を図っており、このよ

うな取組みは、民間活力の活用などにより、1 町で留まらず今後は 3 市

町での連携・展開も想定される。今後も行政連絡会議を継続させ、取り

組みの充実を図ってまいりたい。 

前 田 委 員 ターゲットについての記述が観光におけるものならば、「他地域との

役割分担と連携」ではなく「本地域における都市型オーシャンフロン

ト・リゾート地の方向性」の中で書いてはどうか。

P16 に DMO に関する記述があるが、DMO とは、観光地経営の視点に立

ち周辺をとりまく観光関連事業者等が連携して進めていくためマーケ

ティングやマネジメントを担う半官半民の組織のことである。

もともとは、SWOT 分析やターゲッティングなど総合的な分析に基づき

マーケティングを行うという意味だが、日本の観光協会は行政が組んだ

プロモーション予算の中で広報を実施しているのが実情なのでなかな

か実施できていない。 

欧米のDMOの考え方を参考に日本でもそのような組織が必要だとして

「日本版 DMO」という言葉ができたので、用語を修正していただきたい。 

西海岸地域において 3市町が協力し、マーケティングに基づいた統一

的な施策を進めるには、「地域連携 DMO」を立ち上げる必要がある。「中

長期的な取組み」に具体的に記載してはどうか。 

池 田 座 長 P16 には「マーケティングだけでなく、マネジメントが肝要」との記

載があるが、「マーケティングと共にマネジメントが肝要」等へ修正し

てはどうか。 

高 嶺 委 員 細かい文言についての修正だが、P4「都市における IoT」は都市だけ

の話ではないので「IoT」でいいだろう。 

P5 図中の「国際医療拠点」は「沖縄健康医療拠点」に名称変更されて

いる。 

P8「コワーキングスペースの導入」とあるが、聞きなれない言葉であ

る。 

事 務 局 P4 については、「都市における」はその後ろの「新たな需要」にかか

っているが、書き方について今一度検討する。「国際医療拠点」は「沖

縄健康医療拠点」に修正する。 

P8 の「コワーキングスペース」は、共同利用する作業スペースの意味

である。正しい表記方法を確認する。 

前 田 委 員 P8 で使われている「産業観光」は、厳密な定義からは外れていると思

う。元々は工場見学や歴史的・文化的に価値ある産業遺産の観光（軍艦

島等）などを示すものである。「産業観光」以外の記載を検討してほし

い。 

事 務 局 「産業景観」の記載については、元々工場見学等も含まれていたが、
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最終的に夜景クルージングだけとなってしまった。提言の中で使われて

いる用語の定義・妥当性を再度確認し、必要に応じて修正又は注釈をつ

けるなどしたい。 

普久原委員 提言３で基盤整備について触れられているが、駐車場も含まれるの

か。 

公共交通を使ってもらうのが理想だが、現状、レンタカー等の車移動

が多い中では、駐車場整備等は重要ではないか。 

事 務 局 提言３では、サイクリングロード等の連続した道路整備をイメージし

ていた。 

ここでは、公共交通手段を主とした移動環境整備を基本としたい。駐

車場整備等については、3 市町や民間の開発動向を踏まえ、今後の需要

を把握し、行政連絡会議等で考え方を整理していきたい。 

前 田 委 員 海上交通について、沖縄観光コンベンションビューロー等では、二次

交通手段として海上交通の実証実験を事業提案している。そこでは、那

覇のクルーズターミナルから美ら海水族館のある海洋博公園までをつ

なぐ航路を案に挙げている。このような取組みが事業化された後には、

本地域や名護といった中継地の議論も想定されるため、本地域の海から

の景観もさらに重要になってくると考えらえる。 

宮古島では、接岸できない大型クルーズ船が寄港した際は、テンダー

ボートで港まで移動するような対応をしている。当初は、苦情が出るの

ではないかという懸念もあったが、自然景観が優れていることもあり、

海から見る景色は評価が高い。 

池 田 座 長 本日の議論を総括したい。 

まず、リゾート地づくりにおいては、県が進めている「国際的観光」

戦略の反映が必要だろう。それに合わせたマーケティングが重要になっ

てくる。長期滞在を見据えたコンドミニアム等の受け皿の整備など、戦

略の視点をもう少し加えていただきたい。 

景観づくりについては、消波ブロックの制限等、海岸線整備の進め方

のイメージが伝わるような工夫を行い、また、グリーン・インフラにつ

いて、プロムナード整備と関連させて記載するとともに強調してほし

い。 

また、IoT に関することについては、ばらばらに出てくる印象を受け

るのでまとめて記載する方法を検討してほしい。 

最後に、今回の西海岸地域開発のあり方に関する懇談会を始めた第一

の目的としては、普天間飛行場跡地利用と連動することにあるので、そ

の視点も強調してほしい。 

今後の提言のとりまとめ方は、まず事務局に修正方針をまとめていた

だく。修正案を各委員へ確認いただいたのち、最終的なとりまとめは座

長預かりとさせていただきたい。（各委員：了承） 
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（２）⾏政連絡会議の開催

西海岸地域開発整備構想（事務局案）の検討に向け、関係市町及び県関係課から検討

事項や進め方について意見聴取を行った。 

（２）－１ ⾏政連絡会議の開催 

行政連絡会議については、以下の日程で実施した。 

表Ⅱ-3-3 開催概要 

開催日・場所 検討事項 出席者 

第
５
回 

平成 30 年 1 月 10 日（水） 

14：00～16：00 

沖縄県7階 

第 4会議室 

・有識者懇談会による提

言書（案）及び西海岸

地域における関係機関

の取組みについて

・今後の展開について

・浦添市

・宜野湾市

・北谷町

・沖縄県企画調整課

・沖縄県観光整備課

・沖縄県海岸防災課

（２）－１－１ 第５回⾏政連絡会議の議事内容 

当日の議事の詳細については、以下のとおり。 

【有識者懇談会による提言書（案）及び西海岸地域における関係機関の取組みについて】 

海岸防災課 今回の提言の修正では、交通に関する提言の追加が主であると思う

が、「地域間の交通」、「エリア間の交通」、「地区内の交通」という

言葉が出てくるか、それぞれどの範囲を示すかが分かりづらいため、整

理したほうが良い。 

事 務 局 ご意見を踏まえて、文言表現を検討する。 

北 谷 町 〈取組み状況に関する資料の補足説明〉 

・北谷町では観光業がリーディング産業であり、近年では、県外客が増

えている。

・現在取り組んでいるカート（ホテル会社が運営）についても利用率が

非常に高い。フィッシャリーナ地区でのホテルの開業に伴って、ホテ

ル事業者によるカート利用の需要が見込まれるため、安全性や効率性

を考慮してカートの一本化を検討している。併せて実証実験による自

動運転走行の導入検討にも取り組んでいる。 

・美浜公共駐車場での公共交通活用に向けて、広域路線の交通結節点と

しての整備を検討しており、また、地区内のコミュニティバスにも取

り組んでおり、提言３の内容に合致しているのではないかと考えられ

る。
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浦 添 市 〈取組み状況に関する資料の補足説明〉 

・那覇港浦添ふ頭地区の第１ステージとして、サンエーによる大型商業

施設の建設が予定されており、平成 29 年 7 月には起工式を行い、平成

31 年夏の開業を目標としている。大型駐車場や最新鋭の機器を導入し

たシネコンを予定している。

・第２ステージでは、コースタルリゾート計画の推進として、リゾート

ホテルの建設を予定しており、第３ステージでは物流施設等が想定さ

れている。 

・牧港補給地区跡地利用と西海岸の一体的な開発においては、那覇軍港

の移設地が大きく関わってくる。

・新聞報道でもあったようにカーミージーの近くに高級リゾートが計画

されている。

観光整備課 〈取組み状況に関する資料の補足説明〉 

・MICE に関する現状として、沖縄での MICE 需要が多い一方で、現状の

施設（名護の万国津梁館、宜野湾のコンベンションセンター、恩納村

の OIST など）では収容量が足りておらず、断っている現状があり、機

会損失となっている。現在計画中の施設が実現すれば、全国で５、６

番目の規模の MICE が可能となる。

事 務 局 各関係機関からの取組状況の説明は以上である。今回の会議では、特

に今後の本地域のあり方について議論していきたい。 

海岸防災課 宮城海岸については県の方で高潮対策事業により整備を行ったが、漁

港とフィッシャリーナ地区のつながりはどのように考えているか。 

併せて、北前地区～南側（宜野湾市の方）との関係をどのように考え

ているか。 

北 谷 町 北前～宮城海岸にかけては、遊歩道等により連結しており、徒歩によ

る回遊が可能である。漁港とフィッシャリーナは橋でつながっている。 

今後、町としては、ダイビング・サーフィン客の利便性を考慮した駐

車場と休憩施設の整備、また、砂辺～ハンビータウンのコミュニティバ

スのように、レンタカーを利用できない外国人旅行客に配慮して、美浜

駐車場を拠点とした公共交通等に取組む予定である。その中で、ライカ

ムや恩納村、宜野湾などとの地域を跨いだ連携は必要だと考える。現在

運行されているカートは、公園区域等での走行を対象としているため、

さらに展開しようとする場合は、公道上となるため諸々の手続きが必要

となってくる。 

海岸防災課 普天間川に橋を架けるなどの展開はないか。 

北 谷 町 宜野湾市との連携の中で、地区同士がつながっていくと良いと考え

る。 
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【今後の展開について】 

事 務 局 西海岸地域の開発のあり方を検討する経緯として、当初は国・県・宜

野湾市による普天間飛行場の跡地利用の検討の中で、西海岸との一体的

に考える必要があるだろうと始まったのが発端である。平成 25 年度は

宜野湾市の業務として、大型 MICE 誘致を含めた検討がなされていた。

平成 26 年度に大型 MICE 施設の建設位置は現在の予定地（マリンタウン

地区）に決定したところであるが、西海岸地域は、西海岸道路開通を見

越し開発需要が高いことから、平成２７年度から３市町連携した西海岸

地域開発の方策を検討しているところである。提言（案）にもあるが、

３市町で開発の熟度の違いがあるものの、県内全体で見ると西海岸地域

の開発は先行していると思われ、次のステージが期待されるため、今回

の提言等を機に、３市町で連携できることを持ち帰って検討いただきた

い。連携の一例として、それぞれの市町にマリーナがある、または予定

されているので、海上交通で結ぶことなどが挙げられる。 

観光整備課 宜野湾のコンベンションセンターの運営にあたっては、県と市で定期

的に連絡会議を行っており、現在の市のメニューだけだと不足している

現状があるため、他地域との機能の連携という観点からも十分活用でき

ると考えられる。 

昨年のルーツ・アジアという国際航空路線商談会を沖縄コンベンショ

ンセンターで実施し、実際にシンガポールやタイの路線就航に繋がっ

た。会場はコンベンションセンターであった。商談会後は、ヒルトンで

パーティーを行っており、この時はシャトルバスにより移動したが、今

後は、浦添・北谷と連携しながら、移動手段の確保等により、西海岸地

域として磨かれていくとより効果が波及すると考えられる。大型クルー

ザーの誘致なども考えられる。 

北 谷 町 海上交通については、那覇～宜野湾マリーナ～北谷～やんばるなどを

繋ぐルートの構想があると聞いている。 

事 務 局 沖縄観光コンベンションビューロー等が共同で海上交通の事業提案

があったように、海上交通も実現の可能性が出てきている。また、懇談

会の委員へのヒアリングの中では、海からの見え方やアクセスが重要で

あり、その中で西海岸の連続性が必要であり、また、既存のマリーナを

活用した海上交通も考えらえる。さらには、臨港道路の供用にあたって

も、３市町が連携して、その効果を本地域に取り込むこともできないか

と考えている。 

海岸防災課 海岸線の管理用通路等については、道路としての位置づけにより安全

管理を行っていくことが重要である。今後、海岸線が老朽化していたり、

アクセス性が良くない所もあるため、護岸整備等について協力をお願い

したい。 

浦 添 市 浦添市では、自然の海岸を残す里浜づくりに取り組んでいるところで

Ⅱ-11



第Ⅱ章 ｜ ⻄海岸地域の⼀体的な開発整備に向けた検討 

ある。そこでは港川小学校の体験学習の場ともなっている。 

北 谷 町 観光業はそもそも儲からないという認識があり、二次産業を残しなが

ら行くことが重要ではないか。観光地として有名なハワイでも経済が良

くないという事を聞いたことがあるが、観光業一本では立ち行かなくな

ると考えられるので、他の産業とバランスを取りながらいくことが重要

と考える。 

宜 野 湾 市 宜野湾は埋め立てし、工業地域を誘致した経緯があり、転換となると

各種の制約がある。状況を見ながらあり方について考えていければと思

う。 

事 務 局 埋立地の大部分の用途地域が準工業地域であれば、比較的建築できる

用途が多様であるので、他地域とのつながりに配慮しながら、地域の特

色を生かしていくことが考えられる。 

事 務 局 提言書は今年度でとりまとめたいと考えているが、行政連絡会議は次

年度以降も開催したいと考えている。これとは別に各市町から提案があ

れば、適宜検討する場を設けていきたい。 
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4．⻄海岸地域の開発のあり⽅について提⾔書のとりまとめ 
第 5回有識者懇談会での意見を踏まえた提言書の修正案は以下の通りである。 
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